
この調査へのご 案 内は 、2 0～74歳の横浜市にお住まいの方のうち、無作為に選ばれた6,000人の方にお送りいたしました。 

横浜市立大学 

新型コロナウイルス感染症に対する 
抗体保有率調査ご協力のお願い 

ご提供いただいた調査結果は、今後の新型コロナウイルス感染症
対策のための大変貴重な情報となります。調査へのご協力をどうぞ
よろしくお願いいたします。 
 

 POINT          対象は、横浜市住民 
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[実施日程] 2022.１-2022.2の期間の８日間 

［予約受付期間※］2022.1.12（水）‒ 
※予約状況により、受付を終了する可能性がございますので、ご了承ください。 
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ご協力いただきたいことは、
Webサイトでの質問票へのご回答と採血検査

参加者にはご自身の
新型コロナウイルス抗体価をご返却

横浜市立大学は、2020年より新型コロナウイルス感染症に関する研究を重点
的に行ってまいりました。このたび、横浜市内の新型コロナウイルスに対する
抗体保有率調査を実施することになりました。 

この調査により、一般市民の方のどのくらいの方が 

新型コロナウイルスに対する抗体をもっているのか、 

どのような要因が新型コロナウイルスに対する抗体価と 

関わりがあるのかなどが明らかとなり、 

新型コロナ感染症の対策に役立つ大変貴重な情報となります。 

本研究に参加いただいた方には、 

新型コロナウイルスに対する抗体価の結果をご本人にご返却いたします。 

調査の趣旨をご理解いただき、是非ともご協力を賜りますよう、 

何卒よろしくお願い申し上げます。 

横浜市立大学
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（横浜ランドマークタワー7階）
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（研究責任者 同専攻 教授 後藤 温） 

無作為に選ばれた6,000人の横浜市住民のうち，参加申し込みを行った方が
対象です。公募制ではないため，郵送により案内票を受けとられたご本人の
みがご参加いただけます。 

調査実施会場では感染防止対策を実施いたします。  


